




























る。老荘思想の原理の半分を語っ ことになる老子は、宇宙の万物発祥について言っている、 「 〈道
タオ
〉が〈一つ〉を生
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉







いてこそ自分であり、他の誰もそこを歩けぬ、と言っているなら、老子の言いに親和する。その こそはまた、自分というたった〈一つ〉を証す。自分 けがゆく道があって初めて、自分なるニンゲンはそもそも生まれ、 こに在 。しかるのち、自分と世界との関係は始ま 老子も続けて言う。 「次に〈一つ〉は 二 生み、 〈二つ〉は〈三つ〉を生み、 〈三つ〉は万物を生んだ」 。 〈二つ〉 は陰陽つまり天地を表わすとも言われるが、その手前の 一が問題だ。
ともかく。 「われ思う。ゆえにわれ在り」ではない。 「わ
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